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概要
法令文中には関係する法令への参照が頻繁に含ま

れる（例：「第七条の二第一項の場合において、」）．
これらの参照情報から，法令をノードとし参照を
エッジとする法令知識グラフを作成することができ
る．しかし，法令文中に含まれる参照は文中で定義
された略称に基づくものや「同法第五条」のように
直前の参照を援用するものなど，複雑なルールが混
在しており簡単に抽出することはできない．
本研究では法令の名称と中身の一覧をもとに，全

文検索とパターンベースの解析手法を組み合わせる
ことで，条項の番号を含めて参照を抽出する手法を
開発した．また，実験により本手法で参照を高い精
度で抽出できることを確認した．

1 はじめに
1.1 法令文中の参照が複雑である背景
法令文中には法令や条項を参照する表現が頻繁に

用いられる [1]．参照は他の法令で定められている
規則や用語などを援用するために用いられる．援用
する規則や用語などが具体的に定義されている場合
は条項を指すときには条項番号まで記述して参照を
し，法令全体で定義され使われているものである場
合には法令名だけを指すようにして参照される．
法令への参照は多くの場合法令の正式な名称と条

項番号の組で表現される（図 1）が，中には法令文
中で定められた略称が用いられるもの（図 2），ある
いは複数の参照を範囲で指定するものなどの複雑な
もの（図 6）など様々なバリエーションがある．こ
のような複雑な参照表現は法令文の複雑化を招き，
参照情報の機械的な抽出を困難にさせている．
法令文中の複雑な参照を，略称や条項番号を含め

て抽出することができれば，法令知識グラフの作成
と法令実務全般の効率化が期待される．

1.2 関連研究
2007年ごろに，法令文を論理式に変換する過程で
参照を抽出する手法が提案されている．「Xに規定
する Y」や「Xの規定により Y」などの文全体のパ
ターンと，Xとしてありうる「第 a条第 b項第 c号」
や「前条第 b項」などのパターンを組み合わせて検
索する手法である [2, 3, 4, 5]．しかし，この手法で
は条項番号だけは抽出できるものの，法令の名称ま
で取得することはできておらず，パターンの種類も
実際の多様な法令文に対応できていないため，抽出
は不完全である．
参照を完全にするためには法令の名称の検索が必
要不可欠である．法令名は正式な名称や法令番号だ
けではなく，法令文中で法令に対して付けれる略称
が用いられることがある．略称の定義箇所の検索と
抽出は中村らや北野らによって取り組まれている
[6, 7, 8]．これらの手法は事前に用意した文型のパ
ターンに従って処理し，正式名称と略称を抽出する
ものである．これらの手法では文型のパターンに合
致しない表現の抽出に失敗することが課題となって
いる．
略称の定義箇所の検索対象を法令名のものに限
定し，法令名の全文検索の結果と組み合わせること
で，法令文中に含まれる法令名を高い精度で抽出で
きる手法を我々が提案した [9]．
近年，大規模言語モデル (LLM) が自然言語処理
の分野でも高い性能を示しており，法令文の解析
においても大きな可能性があると考えられている
[10, 11, 12, 13]．しかし，北野らの報告によると LLM
は法令文からテキスト長が長い語を正確に抽出する
ことを不得意としており [8]，テキスト長が長くな
りがちな参照を抽出する本タスクには不適切であ
ると考え，我々のパターンベースの法令名抽出手法
[9]を拡張することにした．
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1.3 貢献
法令において参照は必要不可欠で頻繁に行われる

ものであるが，略称や直前の参照の援用などの複雑
なものも多くあり，法令実務者にも機械的な抽出に
おいても難しいものであった．本研究では法令文に
含まれる参照に対し，網羅的なパターンベースの抽
出手法を提案し，その有効性を確認した．本研究の
手法により，法令知識グラフの作成や法令実務の効
率化などが期待される．
本研究の主な貢献は以下のとおりである．
• 従来の研究では対応できていなかった，法令文
に含まれる参照特有の文型を整理し，それらに
対応するパターンベースの手法を開発した．

• 本提案手法の F値 0.9を超える高精度であるこ
とを実験によって確認した．

• 文型の整理と抽出手法の開発の過程で施行中の
法令に含まれる脱字を発見し，所管省庁への報
告を行なった．

2 諸定義および問題設定
2.1 諸定義
法令の基本的な構成要素は条である．条には法令

の中で一意の条番号が振られている．改正により既
存の条の間に新しく条を追加するときは，他の条番
号を変更させないように，「第○条の二」のような
枝番号と呼ばれる番号が付けられる．条の中の段落
を項とよび，それぞれに項番号が振られている．
条数が多い法令には，条文のくくりとして章立て

が置かれる場合がある．章立ては，編・章・節・款・
目の 5つの階層からなる．章立てにもそれぞれの章
節ごとに「第二章第一節」のような章節番号が与え
られる．章節番号にも枝番号が存在する．
本研究で扱う他法令への参照とは，法令文中に含

まれる法令の名称と章番号・条項番号のことを指
す．法令名だけの場合と，章節番号だけ，条項番号
だけの場合もありうる．
例えば図 1の法令文では船舶安全法という法令名

と条項番号で参照を行なっている．また，図 2の法
令文では文中で公認会計士法に「法」という略称を
与え，条項番号と併せて参照している．

舟車とは、船舶安全法第二条第一項の規定を適用しない
船舶、端舟、はしけ、被曳船その他の舟及び車両をいう。

図 1 法令名と条項番号による参照の例（網掛け部分が
参照）

公認会計士の登録を受けようとする者は、公認会計士法
（昭和二十三年法律第百三号。以下「法」という。）第十
六条に規定する実務補習の外に、法第二条第一項の業務
について公認会計士（外国公認会計士及び外国において
公認会計士の資格に相当する資格を有する者を含む。以
下同じ。）若しくは監査法人を補助すること（中略）を必
要とする。

図 2 法令文中で定義した略称と条項番号を使った参照
（網掛け部分が参照）

2.2 問題設定
法令が 𝑁 件あるとする．このとき、法令全体の集
合を 𝐿 = {𝑙1, 𝑙2, . . . , 𝑙𝑁 }と表す．𝑙𝑖で参照されている
他の法令への参照の集合を

𝑃𝑖 = {(𝑙 𝑗 , 𝑣) | 𝑙 𝑗 ∈ 𝐿, 𝑗 ≠ 𝑖, 𝑣は法令中の位置 }

とする．
本研究で取り組む問題は，𝑙𝑖 のテキストから 𝑃𝑖 を

生成することである．

3 法令文の観察
我々による法令名を抽出する手法 [9]では法令名
の複雑な出現パターンが整理された．本研究では，
それに加えて章節番号や条項番号の出現パターンを
観察し次のように整理した．

3.1 前後の条項への参照
前後の条項への参照は次の語が用いられる．
• 前条
• 前 𝑛条
• 前各条
• 前項
• 前 𝑛項
• 前各項
• 次条
• 次項
直前から 𝑛 個の条項をまとめて参照する場合は

「前 𝑛条」や「前 𝑛項」が用いられる．また，第一条
からの全てをまとめて参照する場合は前各条，第一
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項からの全てをまとめて参照する場合は前各項を用
いる．直後の条項を参照する場合は次条や次項を用
いる．

3.2 直前の参照の援用
直前に参照された法令や条項を再引用し，場合に

よっては援用して新たに参照を作成することがある
（図 3）．それに用いられるのが次の語である．

• 同法
• 同令
• 同条
• 同項

森林法（明治四十年法律第四十三号）（以下「旧法」という。）
第九条（中略）及び同法第十条第一項の規定により

図 3 直前の参照の援用（網掛け部分が参照とその援用）

3.3 同じ法令内の他の条項の参照
直前に参照がなく単独で章節番号や条項番号があ

る場合は，同じ法令内の他の条項を参照しているも
のである．

◯◯について第三条第三項の規定により
図 4 同じ法令内の章節番号や条項番号の参照（網掛け部
分が章節番号と条項番号）

3.4 並列
法令名の後に章節番号や条項番号が並列で続く

ことがある．並列は読点と「又は」・「及び」・「並び
に」・「若しくは」の語によって行う（図 5）．

この法律の規定は、第二章、第三十五条及び次章の規定を除き、

図 5 章節番号や条項番号の並列（網掛け部分が章節番号
と条項番号）

3.5 範囲
複数の連続する章節や条項を参照する場合は「○

○から△△まで」もしくは「○○乃至△△」で範囲
を指定して行う [1]（図 6）．

4 提案手法
3節の観察の結果により，章節番号や条項番号は

主に法令の出現箇所と「同法」や「同条」などの相
対的な参照の直後に出現することがわかった．章節

民法第二百四十二条乃至第二百四十六条 ノ規定ニ
旧法第九条から第十一条ノ二まで、

図 6 章節番号や条項番号の範囲の指定（網掛け部分が章
節番号と条項番号）

番号や条項番号が単独で出現するときは同じ法令内
の該当する箇所を指している．
そのため，参照を重複なく抽出するために次の手
順を取ることとした．

1. 我々の法令名抽出手法 [9]を使って法令の参照
箇所を抽出する（図 7ステップ 1 - 3）．

2. 3.1節や 3.2節の観察に則り，前後の条項への参
照や直前の参照を援用する語を検索する（図 7
ステップ 4）

3. 法令の参照箇所の直後に章節番号や条項番号が
出現するかどうかを図 5に則って探索する（図
7ステップ 5）．

4. 単独で出現する章節番号や条項番号を探す（図
7ステップ 6）．

5. 抽出した法令と章節番号・条項番号を組み合わ
せて完全な参照にし，前後の条項への参照など
も具体的な参照に置き換える（図 7 ステップ
7）．

6. 3.5節で述べたような範囲で行われる参照を全
て具体的な参照のリストに直す（図 7ステップ
8）．

ただし，法令文中には改正や準用のためにカギ括
弧でくくることがある [1][14]．このカギ括弧の中の
テキストは法令に対する参照ではなく単なる引用の
文字列であるため，抽出する参照の対象から外す必
要がある [9]．そこで，事前に開きカギ括弧と閉じ
カギ括弧で囲われている箇所の範囲を確認してお
き，前述の全てのステップにおいてこの範囲に当て
はまるものを除外する操作を行う．
図 7ステップ 5やステップ 6では枝番号も含めた
章節番号や条項番号を正規表現で探索する．このと
きに用いる正規表現は次のものとなる．
第 [一二三四五六七八九十百千]+(編|章|節|款|目|

条|項)(((の|ノ)[一二三四五六七八九十百千]+)*)
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図 7 法令文中から参照を抽出する手法の各ステップの詳細

5 実験
5.1 実験方法・内容
使用する法令名・法令番号・法令のテキストは日

本政府が法令データを公開している e-Gov 法令検
索1）の 2025 年 12 月 20 日時点の法令の XML デー
タを使用する．この法令の XMLデータから法令を
100個ランダムに抽出した．これらに対し提案手法
を適用し，他法令への参照を抽出した．抽出結果に
対し手動で正誤の判定を行った．

5.2 実験結果・考察
ランダムに選んだ 100 件の法令のうち，参照は

6800個存在していた．このうち、参照先の法令名や
条項番号まで含めて正確に抽出することができてい
たものは 6006個であった．参照として抽出するこ
とはできたものの参照先の法令名や条項番号に誤
りがあったものが 721個，参照ではないが参照とし
て抽出してしまったものが 44個であった．参照で
あるにも関わらず抽出できなかったものは 73個で
あった．
この値から計算すると式 1, 2, 3, 4より，適合率が

0.887，再現率が 0.988，F値が 0.935，法令名・条項
番号の紐付けの正確さが 0.893となった．
再現率が 0.988であることや参照の抽出の精度が

0.989であることから，本手法では法令文中の参照
をほとんど抽出できることがわかった．一方で，適
合率は 0.887にとどまっており，法令名・条項番号
の紐付けの正確さが 0.893であることから，紐付け
の正確さが誤りの要因であることがわかった．

1） https://laws.e-gov.go.jp/bulkdownload/

適合率 =
6006

6006 + 721 + 44
≃ 0.887 (1)

再現率 =
6006

6006 + 73
≃ 0.988 (2)

F値 =
2 ×適合率 ×再現率
適合率 +再現率 ≃ 0.935 (3)

法令名・条項番号の紐付け精度 =
6006

6006 + 721
≃ 0.893

(4)

6 結論
本研究では，法令文中の法令名や条項番号などか
らなる参照を抽出するための手法を提案した．正規
表現による全文検索などを駆使するパターンベース
の比較的単純で軽量な手法で，F値が 0.935という
高い精度を実現した．
これにより，法令の条文同士の参照関係をもとに
した法令知識グラフの構築が可能となり，検索の精
度向上などに大きく貢献できると期待できる．
本研究での参照抽出手法を開発中に，動物用医療
機器及び動物用体外診断用医薬品の製造管理及び品
質管理に関する省令（平成七年農林水産省令第四十
号）第三十二条や国土交通省関係住宅宿泊事業法施
行規則（平成二十九年国土交通省令第六十五号）第
十六条中の参照の中に誤字脱字を発見した．所管省
庁である農林水産省や国土交通省に問い合わせたと
ころ，誤記であることが確認され，次の改正のタイ
ミングで訂正される旨が伝えられた．
このことから，本手法では入力の誤りに対して頑
健であり，法制執務に対して実際に寄与できる性能
であることが確認された．
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